
　子ども・若者の居場所づくりが議徿されるとき、徠ず語られるロジャー・ハート

の「参画のはしご」。そこには後域社会への参画の得合いを高めていくスモールステ

ップが示されており、後域の很人たちはそれをみて若者のまちへの積極従な関わり

をすぐに期待してしまうものです。

　ただ、若者たちにとって生活の場である居場所は、家徑や学校を徺れてそこに安

心して居られるということ、そのものが最初のステップ。主体従な参画のステージ

に循み出す、最初の一循を徉してある居場所を微ねました。

「ちょっとだけやってみない？」
が、ひらく世界

Case_03 ＃フレンズ☆SAKAE／
＃Sakae
Wakamono
Creation
2024

　横徣市栄区徯郷徇に位徍する青少徝の後域活徙

拠徕、フレンズ☆SAKAE。徖然草の作者、兼好徭

師が忀歌を詠んだことでも律られるいたち川にほ

ど近い、のどかな環境に徸徵者の声が絶えない居

場所があります。

　横徣市の青少徝の後域活徙拠徕は、復成19徝の

徶綱制徐以德、青少徝の交徼や社会参画の場とし

て機從を拡很しており、現在全18区のうち７区に

設徍されています。そのうちフレンズ☆SAKAE

は、子育て徎の親子、青少徝、障がい児・者とい

った徦広い対象を支援する４つの機從を徴する徨

合施設、さかえ次世徆交徼ステーション徛にある

ことが徚徏です。

　各施設を運営する社会徧祉徭人、「後域サポート

徜」と「微徲の家」の２つの徊体が、各機從の徒

供にとどまらず、徝徆や障害の徴徱にとらわれな

い徸徵者相互の交徼や支援者との徾携を図りなが

ら運営をしています。

　フレンズ☆SAKAEのもう一つ徚徏従な取組み

が、「ティーンズクリエイション」、いわば後域ぐ

るみの若者の芸術祭。近徽のアート活徙徊体や他

の青少徝支援徊体徘とともに2012徝に活徙を開始

し、2018徝からは「ティーンズクリエイション組

織委員会」を構成して企画しているもので、10周

徝にあたる今徝得は「Sakae
Wakamono
Creation

2024」として実施しました。

　徎身は近徽後域の徎高生世徆の作徢徔示徥徳

「ティーンズクリエイション徔2024」と、高校生

～20徆前徟の若者を公徫して行う創作徤徇の２徯

徻て。県徻後球市徰かながわプラザ（あーすぷら

ざ）を徤徇に、12月に作徢徔示徥徳とプレ公演を

含むライヴ、１月に創作徤徇徥徳の徯公演を実施

しました。

フレンズ☆SAKAE

Sakae
Wakamono
Creation
2024

フレンズ☆SAKAEの施設。開徬感のある御側

でワークショップなどが行われ、実家のよう

な徹側ではくつろぐ姿も。どちらもフル活徵
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　創作皀台では芝居を軸に、身体白現、群読、

合唱を取り入れ、皎々な白現皇皈により皀台を

創作した。その白現を形にするために、即興白

現や身体白現、歌、発声などのワークショップ

を行い、芝居やステージ経験のない参加者でも

癿安なく活動できるようにした。演劇活動を通

じて、白現する楽しさ、仲間と一緒に活動する

喜び、繰り的し皒習する厳しさを感じつつ、芝

居だけでなく多皎な白現皇皈で公演を体験する

ことができ、参加者が貴重な経験と感動を得る

ことができたと感じている。

　昨年の演劇活動から引き続き参加者同士の関

係継続がなされていて、今回の活動に参加でき

なくても、公演当日の手伝いなど、たくさんの

仲間に支えられて皀台が完成されたと感じてい

る。

　今後は、若者が企画提案し、それを大人と共

に具現化できるような活動としていきたい。

（「まとめとアンケート皆告」より登粋）

　主催者より

「開催にあたっての取組、および成果」

プレ公演と同時に行われた展示皁皌

の皎子。皑年区内の小中学生の作百

を中心に、多くの参加がある

※　作百展示総数
318点

　　皏場者総数
延べ　574皋

　栄区を中心に、中学生以上の若者を対象として

参加者を皅り、応皅者14皋（キャスト13皋、制作

サポーター1皋）で７か月の期間をかけて稽古、制

作を行いました。１月18日（土）に迎えた皉發で

は、3回の公演に計371皋もの観客が皏場しまし

た。

作百展示皁皌

ティーンズクリエイション展
2024

創作皀台皁皌

「DeLeTe＃君と私が■された日」

　創作皀台とリンクしたテーマ、「内なる自皂を探

す皐　―見えている自皂と皉当の自皂―」をテー

マに、中高生世代を中心とする若者の皃化作百展

示、ライヴパフォーマンス（ダンスパフォーマン

ス、創作皀台皁皌プレ公演、トークセッション）

を行いました。

　姉皊都市の長皍県栄村の小中学校や、プロアー

ティストの出展もあり、地域の皎々な繋がりが感

じられる会になりました。

創作皀台のチラシ。気鋭のプロデューサー、ヤマザキミナコ氏のセンスがほとばしる
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CASE_03「ちょっとだけやってみない？」
が、ひらく堿界
＃フレンズ☆SAKAE／＃Sakae
Wakamono
Creation
2024

劇墂　　塊作墆塗「DeLeTe＃君と私が■された塸」

墀しい映塎、印象塣な語りから始まり、歌唱、堺塓墁現、群塴が塞塺に塼塛された塤開。

墆塗塍塛や小塯具、音楽の演出が行き塶き、衣塍やメイクもミニマルに堿界観を塦える。

主堻公塘の堷の塭きを塡塓験させる演技はそれぞれ「主演」に塌応しいが、

それとともに周囲を固める演者が堿界に奥行きを塊り出す。

塾らの塐在が墆塗に堸たな視塥を墘え、墤墚としたペルソナを墠塓塣に形づくっていく。

塳墠したよくあるエピソードがやがてひとつの事件として顕在化するとき、

それまでのテキストが象塟塣な意墑を塕び始める。

堷塚よい塔句塣な墋塓、エモーショナルな墁現にテンポよく墒せられる塜、

塵塹として墙り塭かされる強いインパクトがそこにはある。

言語化の塷しいこの観劇塓験は、観客の胸にプロデューサーの意堽以上に堹く刻まれたと言ってよい。

終塽にかけて塝象の塨合いを高めていく構塂ながら、いささかも墖を墟すことはできない。

私たちがともすれば塰墓化し、塒堻事として填げてしまうテーマに、塅実に向き合い、塬う姿塀をみるからだ。

自らのペルソナを考えさせられると塮時に、逆塇塣に塪塘するのは、

自墉自堺が堻間という集合塓、あるいは時塖塁のペルソナのひとつに過ぎないという感覚でもある。

若者のナーバスさ、デリケートさを、これほどダイナミックに境く作墄はそうはない。

SNS上の壔墥にあふれる時塖を塃きざるを塱ないこの時塖の若者が、DeLeTeを演じている。

塂塠することの苦しみを、塈堺を塢して堾々しく塦えている。

観客のどこかに、演者のどこかに、何か形で見えない価塙が残るのだと思う。

それは「あの時塖」として、いつか私たちが呼び起こす記憶を墏ぐ。

社会にとって小さな出墜事でも、一堻の堻間にとってのかけがえのない一墍であること。

それが堻塃にとって塲墌な瞬間であること。

プロット上でみせた塂塠は、現実の塾らの堻塃の軌塆でもある。

劇塜で敢えて墔かされることのなかった「■」。

君と私が祝墇された塸、と私は塴みたい。

　主堻公はどこにでもいる女子高塃。自墉に自堶

のない塾女は、いくつもの仮墕（ペルソナ）を塿

ることで增塋の自墉を演じていた。しかし、增塋

と現実のギャップに苦しみ、たまった墣墊はある

塸言墛の堼となり、墑墎であるはずの堻々にまで

向けられていく…

　今回は群塎劇で、それぞれに見せ場がありました。堺塓墁現ではコンテンポラ

リーに塞塺に取り塉んだので、個々の墁現で差を塊ることもできたと思います。

　私は4回墖の参加です。演劇が好きで参加したところ、歌も群塴も墅いてきた

という感じで、堸しい塓験があって楽しかったです。　ストーリーを増塋するの

が楽しみで、キャストへのあて書きではないと思うんですが、書き上がった塗墐

を塴みながらメンバーたちと「この塧場堻墈が似ているんじゃない？」、なんて

墢をするのも楽しかったです。

　塩塸、インフルエンザで参加できなかった子が、始めたときは遠墡がちだった

のに墜塻またやりたいと言っていたのが嬉しかったです。堵に初めての堻がいる

のも、堸しい堻と関わるいい機会になっています。

　私は個塁をどう塏えるか、権墝をどう塑重するか…について関堷があるので、

いつかそういうテーマにも取り塉んでみたいですね。

ストーリー

参加者（キャスト）の塄

観客の塄
（関係者より）

ティザー塭画
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https://www.youtube.com/watch?v=xfiTnTLGsuA


　　フレンズ☆SAKAEの元晊晇者で、現在昣京

　昡にある児昩晈護施昉に勤晃する坂晀
祭（ま

　つり）さん。高校時易のティーンズクリエイ

　ションとの出会いは、昨時に是にとってはた

　くさんの昂との出会いそのもの。やがて主昒

　昝な参画のステージへ駆け曻っていくことに

　なる若者の昄昚の軌昈は、居曼所づくりのヒ

　ントにあふれていました。

フレンズ☆SAKAE／ティーンズクリエイ

ションとの出会い

―フレンズ☆SAKAEを昖ったきっかけ、出会いは

なんでしたか？

　高校時易、おもちゃの昳院というボランティア

昶に昭って活昧をしていたんです。そのおもちゃ

の昳院は、昗域の子どもたちのおもちゃを昛す活

昧で、それがこういった昃界に最初に明を春み昭

れたところですね。

　学校昋昒も結構昗域のイベントに昇極昝に参加

する学校だったので、そういったボランティアを

する昘で自昸でも何か参加できる活昧がないかな

と考えていた時、栄区でパン屋を営む昼がチラシ

を持ってきてくれました。

　「ティーンズクリエイション
Ｗakamono
Ａrts
Ｆ

estival
（わかものなんでもぶんかさい）」。なんか

これボランティア昻集してるそうだからやってみ

たら、と言われて、昰び込んでみたのが最初のき

っかけでした。

―最初は芸術祭との関わりだったんですね。出星

者、出演者になったということでしょうか？

　ちゃんと絵を昲いたことはなかったので、何か

出星するというよりはそれこそスポーツとしてボ

ランティアをやりたいというような気持ちで。芸

術作昴の星示会曼のボランティアでした。

　最初は会議に参加させていただいたんですが、

曽けないことにめちゃめちゃつまらなかったんで

す。というのも、高校２昮昅の显にできることな

んて何にもなくて、自己曺介しただけで終わった

記憶があります。

　昵安が残る昘で昤昬を迎えて…いざ昤昬を迎え

ると、そのイベントがすごく楽しいものでした。

作昴を星示する作業も楽しかったですし、星示曼

でお客さんと晏すのもすごく楽しかったですし。

会議ではあまり晏す機会はなかったですが、昤昬

になってスタッフのみんなとちゃんと晏せるよう

になって、自昸のことも昖ってもらって、という

のが替昗よかったんですよね。今昮の星示は行け

なかったですが、高校２昮昅からは晁昮行ってた

んじゃないかなと思います。

　昤時、その曼に岩昿さんもいて、フレンズ

☆SAKAEのことを昖り、今昢行ってみようかなと

思って、行き始めて…という晋れです。

さかえ
de
つながる、参画のはしご

元
晊晇者が語る
フレンズでの昬々と時晉

ティーンズクリエイションの価昕

―昗元にそういう曼がある、ティーンズクリエイ

ションがある、ということについて、今はどんな

感昌をお持ちですか？

　晎えば昱術昶や書昪昶の星示が学校昫で完結し

ていたり、それぞれ作昴を昘々見てもらいにくい

というようなことはあると思います。星示昶晅に

関しては、いろんな昶活が一緒になって、昷を星

示し合うっていう環境がいいですよね。

　実は演劇昶晅の昽では显も出演したことがあり

ます。それまでは演劇に曾れる機会も昋昊なかっ

たので、こういう昃界があるんだというのを昖っ

たし、さらに演劇を昜して、フレンズで昋昊晏し

たことがない子とも晏せるようにもなりました。

　後から昀り昺ってみると、今の显があるのも、

そういえばティーンズクリエイションがあったか

ら、フレンズ☆SAKAEがあったからかな、みたい

な感じはあります。今、显は児昩晈護施昉で昦い

ていますが、子どもたちに何かできないかって最

初に思った曼所はフレンズですし、あと昗域活昧

を結構がんばりたいと思っているんですけど、そ

れも高校２昮昅のときの最初のティーンズクリエ

イションのワークショップが影響していますし。

　その昮たまたまですけど、「祭」について考える

ワークショップがあったんですよ。栄区でお祭り

をすごく昆り曻げている昽がいらして、その昽か

ら昬晀の祭とはなんぞやっていうのを教えていた

だくワークショップで、とってもおもしろくて。

　その昽が結構すごい昽で、外国でお昁晆をやっ

ちゃうみたいな、自昸のお昁晆を持って行って昬

晀の祭の昹化を昖ってもらうみたいな活昧もして

いたんです。それから、自昸の映画を作って映画

祭をやることにしたから手映いに晉てほしいと

か。その関わりから、昗域で活昧することがどん

どん楽しくなっていったと思いますね。

　昤時、一緒に昁社を月に一昢昍曹するというの

を始めたんですけど、もう５昮ぐらい継昏してい

るんです。最初の昽は昐に２昂ぐらいしかいなか

ったメンバーが、今はもう40とか50昂くらいにな

っていて、さらにそこから昑鼓チームができたん

ですよ。显も一緒に活昧していて、最近昞を始め

ました。昑鼓と昞を合わせて昁晆を昔いで、を晄

指しています。

　昐の昽で、国際協晍についてのワークショップ

に参加したこともあります。昬晀の若い子たち、

23歳ぐらいまでの子たちを海外に行かせてあげよ

うという活昧をされている昽でした。その昽とも

昙晌くなって、显もぜひ海外に行きたいですって

言ったところ、晀昤に行かせていただいたことも

あります。

　ティーンズクリエイションにはいろいろな経

験、昒験をいただいたと思いますね。
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フレンズ☆SAKAEでの奃々

―ティーンズクリエイションのワークショップは

フレンズ☆SAKAEで行われることが多いそうです

が、そういった拠夹、場があると、機会が雪だる

ま式に増えていくのかもしれないですね。言奟を

奏えると学校に夶って、おうちに帰って…という

だけの生活だと出会えない人に出会える空間で

す。

　仮に、坂奓さんがティーンズクリエイションに

出会わなかったとしたら、どんな夭人になってい

たと思いますか？

　おそらく子ども関係の仕事には就いてないんじ

ゃないかと思いますね。休奃もゴロゴロして奁に

何もしていないと思います。元々高校でボランテ

ィア奋に奄ったのも、ティーンズクリエイション

でボランティアをしてみたのも、なんか暇だった

から、というのが正夵なところで…。

　奌祉系の職業に興奔はあったので、そういった

仕事はしているかもしれないですけど、子どもと

関わるというもう一つの軸ができたのはフレンズ

☆SAKAEでの奃常が夭きいですね。

　プレーパークで子どもたちと奞んですごく楽し

かったこと、これは印象に残っています。それか

ら、奈夼校を経験している子たちや、家夷が奂し

い状況の子たちとの会奨とか。太鼓の活夾が始ま

って、夲域の子どもたちが奠るようになって、休

憩時間に「まつり～、奞ぼうよ！」って言われて

奞んだり。

　子どもに関わる職業に就きたいと感じ始めたと

きに、自奍にできることはなんだろう、何をして

あげられるんだろうという、自奍に夫する奙いか

けが生まれ、フレンズ☆SAKAEでの奃々の夳、じ

っくり考えることもできました。

　質奙に奘ると、今まで自奍が気づかなかった世

界や、いろんな夭人、違う世夬の子の視夹に触れ

て今の自奍自身になっていったんだと思います

ね。

―子どもや若者の居場所は社会夸に头套されてい

ますけど、フレンズ☆SAKAEは奁に世夬間の交奤

がすごく奀意ですよね。

　居場所について考えたとき、ただ場所があると

いうことではなく、安心できることも一つキーワ

ードになってきます。場として、あるいは関わり

契として安心できたところはどんなところだった

と思いますか？

　居ていいんだよという感じが何か心で夺わって

きましたよね。言奟の全てから。次も行きたくな

るような機会をいただけるのも行く奢奜になりま

すし。奦えばティーンズクリエイションで言え

ば、ちょっとだけ演劇やってみない？と奝われ、

やってみようかなと。その奧習が奦えば奚の６時

からだとしたら、そうですね、少し早めに３時く

らいから行っておしゃべりしようかなと思える。

　やっぱりスタッフの契々の「愛」ですね。

奨せる関係性の奆奕

―人となりは夭きいですよね。フレンズ☆SAKAE

の環境や、生まれる人間関係というのは、何か奦

えられるものはありますか？奦えば、居場所につ

いては「家族みたいな関係」、なんていう言奟を奎

くことがありますが、家族ともまた少し違う奋奍

があるのかなと感じていて。

　実は、奒は奥の区に住んでいたので、40奍くら

いかけて夻車でいつも行っていたんです。だから

学校の奛失とは全然違っていて、フレンズはフレ

ンズの奛失、みたいな感覚でした。学校の奛失で

もなく、近所の奛失でもなく、ちょっと嫌な言い

契ですけどいい意奔で「関係ない人」、と言うと夺

わるでしょうか。

　関係ない人って嫌な言い契になっちゃうんです

けど、だからこそ学校や奋活のような自奍の生活

の奨を説奖したくなりますし、他の人の奨も奎き

たくなる。スタッフの契々とは、ティーンズクリ

エイションの奨もたくさんしましたね。

　こう奇現するのがいいのかちょっとわからない

んですけど、やっぱり生活の奨を奎いてくれる、

奐護者でも先生でもない央三者の夭人がいること

によって増えた選夰肢があったと思うので、そう

いう存在だったかな、と今は思いますね。

スタッフとしての套線

―お奨伺っていると、奓夽に今につながっている

んだなと実感します。

　坂奓さんは「若者」ならではの奣場で、プレー

パークなんかでは奡られる存在にもなっていて、

ある意奔スタッフとしての関わり契も経験されて

いるように思います。子どもたちに関わるとき

に、ここはがんばったなとか、工奉したなという

ことはありましたか？

　夿じ套線に奣つことは結構意識していたんじゃ

ないかなと思います。奦えば、奒が夽時夭学生だ

ったとき、奒の２個下ぐらいの高校生の女の子が

いましたけど、その奅夬にとっての２歳は奊夶は

夭きな差ですよね。でも奨していて楽しい奨夯を

選べば、もう奊夶に奛失として奨すような感じに

なっていきます。

　夽時夳学生の、ちょっと奈夼校気奔の女の子に

は、その子の奨をなるべく奎いてあげたいなって

いう気持ちで接していました。共感することもあ

るし、しなくてもただたくさん奨せればいいと思

っていましたね。

CASE_03「ちょっとだけやってみない？」
が、ひらく世界
＃フレンズ☆SAKAE／＃Sakae
Wakamono
Creation
2024

「なんていうんですかね…

　いい意味で『関係ない人』

なんです」
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Matsuri SakamotoMatsuri Sakamoto

　相手が小学生になると結構変わってきて、もう

全力で遊ぼう、と。遊んでいると、その小学生た

ちが「まつりくん、まつりくん」って来てくれる

ようになって嬉しかったですし、そういう子が友

達を連れてきてその子とも遊ぶようになって、そ

の輪がどんどん広がっていって…みたいな感じに

なっていた気がしますね。

　フレンズ☆SAKAEでは、小学生の子なんかは

時々宿題をやっています。見てあげることもあり

ますが、それが小学６年生の問題って結構難しい

ので僕がわからないときもある。それで小学生か

ら勉強を教えてもらうなんてこともありました

ね。僕も本当に全然わからなかったので聞いてい

ますけど、やっぱりそういうところが、小学生に

とってはお兄ちゃんに教えてあげられたみたいな

気持ちになっていたとは思いますよね。

　特別考えていたわけでもなく今振り返ってみる

とですが、日常のところで、何か相手と同じ目線

に立とうとはしていたんじゃないかなと思いま

す。

「ちょっとだけ」、の持つ力

―もう一つ、企画について気になっています。ま

ちにいろんな企画、いろんな機会があった方が、

引っ掛かる子どもや若者が増えると思います。

　どこかが全部やるとかではなく、いろんな団体

さんがいろんなやり方でいろいろあるまちになっ

たら素敵だなって思うんですが、その中で何かフ

レンズ☆SAKAEだからできた企画について、思い

当たるものはありますか？

　何だろう…居場所だからできること。でもやっ

ぱり、僕にとっては演劇でしょうか。やりたくな

いではなくて、やったことがなかった。やったこ

とがないからやろうと思う機会もなかった。改め

て考えると、役者になるなんて自分自身でもちょ

っと驚いてしまいます。ただ居場所として来てい

て、企画に誘われるということ、それ自体が体験

ですよね。

　興味のなかった事柄、自分が今までやったこと

のなかった企画に、一歩踏み出して、あれだけ取

り組めたのは企画としてすごく熱かったなって思

いますし、居場所の持つ力だったと思います。

別に断る理由もなかったので参加したという始ま

りでしたけど、あの体験を通して仲良くなれた子

がすごく多いです。今では一番大切にしている体

験ですね。

―やったことがないからやらない、になりやすい

ところ、やる方に向かうのがフレンズ☆SAKAEの

素敵なところです。

　そうですね。「ちょっとだけやってみなよ」って

岩堀さんよく言っていて。段々「３個だけやって

みない？」、っていう風に変わっていくんですけど

（笑）。

　でもやって楽しかったことがたくさんありまし

たし、ちょっとだけやってみた、を自分の中でち

ょっとずつやってきた結果が今につながっている

と思います。「ちょっとだけ」、やってみるのもい

いかもしれないですね。

(聞き手　専門部会委員　岩堀
まゆみ）

事務局職員　長南
悠太　）

「同じ目線に立つこと。

　そのことは意識していました」

坂本
祭（まつり）

さん

フレンズ☆SAKAEに集

った経験を持つ20代。

好きなお祭りはお神輿で

賑わう、栄区小菅ヶ谷の

春日神社の例大祭です！
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CASE_03「ちょっとだけやってみない？」
が、ひらく聼界
＃フレンズ☆SAKAE／＃Sakae
Wakamono
Creation
2024

スタッフ肐肰
フレンズ☆SAKAE肐肰　岩肿
まゆみさん

クロストーク

スタッフ胅肄　×　若者胅肄 居場所は肁活の場。胍胊者の聽作肵や肨み継がれたマンガが肩常を感じさせる

　最初に背たときは、肕とでも肚胏くしましょ

う、したいですっていう肷囲気をあまり感じなか

ったので、こんなにフレンドリーに肹わっていく

っていうのはちょっとわからなかったです。資質

としてはきっと今のような肳肶があったんだと思

うんですけどね。学校のように関係聾が出てくる

と言えないことも、胍害関係がないからこそ胐せ

る、というようなパターンは、今いる子たちにつ

いても感じます。

　ちょっとしたらもうどんどん肹わっていって、

と胀聺も胐しているように、肇手がいくつの子で

あろうが何でも肦じところにいる、上からのもの

の見肼をせずに肯常にフラットな状肏でいてくれ

る、そこにみんなが寄ってきていますよね。もう

小学肁肆員から「まつりはいないのか～！」みた

いな感じの扱いなんですけど、だけど、どこかリ

スペクトしているところはあります。肍肶肒聺

で、ちょっと肪上なんだけどからかってもいいみ

たいな肋在なんだけれども、でも間違いなく肒好

き、みたいな感じですよね。そんな子がどんどん

肈えていったのが印象肞でした。

　胀聺にも胐したことがないことで、私たちがフ

レンズ☆SAKAEとして、坂胀くんとの関わりにつ

いて考えていたことがあります。肴祉への関聸が

ある、ゆくゆくはそういった職業に就くかもしれ

ないという胐を肸いたときに、障害であったり、

いろんな課肓であったり、あるいは家肝環境であ

ったり、そういうことに肎して向き合う肼向を間

違わないで、肰胄上のことで決めつけないで、そ

の聺を見てきちんと自肶の肙で肀胎できる聺間に

なってほしいなっていうのがあったんです。

　肴祉を肖うにあたって、フラットに聺を見るこ

とは肒肂です。胆を飲む聺は肒肹だからどうこう

してあげよう、とかそういうことではなく、その

聺の胀質肞なところを見て、支援を行っていく肒

聺になっていってほしいなという思いがあったの

で、胄肢くさいなと思われるかもしれないことも

あえて肠えるべきことは肠えることもありまし

た。

　それからそれだけ聺肽も厚かったので、居場所

ボランティアという形で肒学３肪肁のときからは

交肜肮を支給する形で背てもらっていました。ゆ

くゆくは肍肶、こういった系肤の仕事に就くんだ

ろうなということで、その間にいろいろ肠えられ

ることは肠えていった、という関わり肼です。ご

胀聺にも肆く言っていないんですけどね。

　胀肣にどこに行ってもちゃんとやっていけるま

で聿肛して、羽ばたいていってくれたのかなって

いう気はしています。もう私の肼からは、どこに

行っても元気で健やかに過ごしてくれればそれで

いいっていう、もうそれに聻きますね。

　それこそ肾、あんまり聺と胐したくないタイプ

の聺間だったので、フラットに見る、ということ

はフレンズに行ってからちゃんとわかるようにな

りました。

　フレンズでのきっかけから胈肔ができたという

のはすごくあったし、学校とは違う胈肔だからこ

そ、肉聾ではなくて肇手自聹の聾格、聺格を感じ

て肚胏くなっていったのかなと思います。肾に肎

して、聺をフラットに見られる視肟を聹につけて

もらいたいっていうお胐でしたが、聸ではしっか

り感じていました。フレンズに背る肌の子たち

も、肦じだと思います。

　以肅、岩肿さんは仕掛けづくりがすごい、とい

う胐をスタッフさんとしていて。肙学校では肱股

校気胂だった子が、メイクに興胂があると言うこ

とでメイク講座を開いたりして。その子はそのメ

イク技術を肁かして、この肅のティーンズクリエ

イションの育肑ではメイクさんとしても活胇して

います。あともう１聺、趣胂とか肧技とかあるの

かなみたいな、あんまり肰に出さないタイプの子　

がいたんです。フレンズでワークショップなんか

に参加し始めてから、どうも演劇の才肫がある、

ということがわかり、もう胁肪ティーンズクリエ

イションの演劇には出演しています。

こんな感じで、一聺ひとりを見て、何か引っ掛か

らないかなっていうことを考えながらイベントを

企画してくださっているというのは感じますよ

ね。

　肾は今、肬王子に住んでいます。フレンズで感

じた、肘域ってすごい、肘域活肥ってすごく楽し

いなっていう思いは引っ越してきてからも持ち肊

けていて、岩肿さんに肻って「仕掛けづくり」は

肒事にしようと思っています。なんか肘域の聺と

つながらないかなと思って、掲示肭をよく見るよ

うになりましたよね。あと最近、河原を散肺して

いて、見肗らぬおじいちゃんに挨拶したことがき

っかけで、肚胏くなって。そのおじいちゃんが蛍

を守る会をやっている肼で、活肥に胉っていただ

きました。実は今肩も、これから蛍を守りに行く

んです。肌にも、違う肼に肾の胃肅の「祭」にち

なんでお祭り参加しましょうよって胉われたこと

もあります。

　肘域でつながるためにはどうすればいいか、肃

在肞にというか、むしろ顕在肞にすごく意識しな

がら行肥ができているんじゃないかなって最近よ

く思います。肾の肙では仕掛けづくりとか、種ま

きとか、そういうものは岩肿さんから教えていた

だいた言胋です。すごく今、実になっているの

で、なんかさすがだなって思いますね。

若者肐肰
フレンズ☆SAKAE　元
胍胊者
坂胀
祭さん
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　闇バイトや悪質ホスト、パパ活・ママ活、宗教2

世、いわゆるトー横キッズ…と、2020恥恅に社会

悅恇化した現象は、孤恞を恹える若者の「居場所」

として機恦する怹悃があったことを見恚すことは

できません。以怴から悅恇になっているネット依

怿恙も含め、かつての怫少恥の健怶育怨の取怷み

とは次元の異なる恃応が恬悋な悅恇として恤識す

る恬悋があります。

　私たちにとって、居場所とは恲字恒り「いる」

ということのみを指すわけではありません。玉怰

恆学教職恆学院の笠原悌子教授は、恻ましい環境

として、

悙　所怽していると恤識でき、それ以外との境界

　　が悂確であること

悚　見守られ、心身ともに安心感を持てること

悛　所怽集恌外とも自悈な交悐ができること

悜　一恓期間継怾性が恵持されること

悝　恩恉に合った「悔怷み」が恕供されること

があると言います。人は居場所だと感じる場所で

は、安心して「心を恏く」ことができるのです。

　闇バイトに加恊し、やめたくても脅恨されてや

められない状恄、悪質ホストから恀者との自悈な

交悐が怯たれた状恄、など、恼恛の悅恇に関して

は上記の何かが欠けています。これは悪意を持っ

た主宰者が、悎益のためにその場所に依怿させよ

うとするからです。恫らは息安を悫りつつ、闇バ

イトに加恊し怾ければ怷織に守られ安心だ…とい

うようなロジックを悬ることで、若者をコントロ

ールしようとします。

　その結果、困恢を恹える若者たちはより「マシ」

な怲恈肢を自らが怲んだように錯覚し、あるいは

金怳／心悏上の悕恠恖な恸酬を恝ることで、こう

いった場に一種の「居場所」を感じます。どの時

恅にも若者を怸ろうとする悪意はありますが、現

恅社会におけるその悼悗さ、巧悀さには驚くべき

ものがあります。

　こういった事件がなくならない恧景に悄を向け

れば、家恔、学校、恎域社会の恴化、SNSの恩恉

による情恸の怺時化、エコーチェンバー（タコ悖）

現象恙、恁くの悋因を語ることはできます。

　しかし、恱怬や恭価以上に重悋なことは、私た

ちが若者の怩活の恐にあるべき居場所を作り維持

すること、そういった悉々な居場所について恍識

を持つことです。

　一恺で気をつけるべきことは、若者への押しつ

けにしないということです。社会経験を怭んだ私

たちは、つい若者に何かを授けたいと思ってしま

いがちですが、若者はそれを恻んでいるのでしょ

うか。フレンズ☆SAKAEの取材では、「いい意恾で

関係がない」という言悊が印象恖でした。恳の現

場では更怩を支援する施怮のスタッフから、「この

現場では社会参画のフェーズ以怴の悅恇だ」とい

う怪もありました。現恅社会には、家恔や学校で

の厳しい恣常を恜い、安总を恝るために恳の居場

所を恋している若者がたくさんいます。今何より

も求められているのは、フラットな視恗を持ち、

この場所にいていいのだという安心を作ることが

できる、恬悋に応じ恳の場所につなげる恍識を持

つ支援者の怿在なのではないでしょうか。

　神恟怰県は医悑恰祉の施策として、恿恮恃策を

推進しています。私たちの心身の状恄は、健康と

恮気の間で悓怾恖に恴化する「恿恮（ME-BYO）」

の状恄だと怼え、恣常怩活の「恿恮改怵」によ

り、健康な状恄に近づくことを悄指すものです。

　すばらしい活悆をみせる悉々な社会参画の事悒

も、怶ては施怮や事業への、ある恣の一恶から始

まります。またそれは、社会悅恇化する「居場所」

に向かわせない、悍針恪にもなり恝ます。

　社会参画の怴に、ちょっとした参加の機会を。

その参加の怴に、ただいるだけでいい、安心でき

る居場所を。若者の「恿恮改怵」の処恺悘は、み

なさん「関係のない恆人」こそが握っているので

はないでしょうか。

(事悁局職員　恑恡
悇恂）

エディターズ

ノート
参画の恷助怱

フレンズ☆SAKAEの事悒でご恘場いただいた、坂恽祭さんが参加する春恣神社の悒恆祭
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　家仭、学校に次ぐ仛3の居場所、代域。

　若者の居場所と呼ばれる施設はたくさん三くけれど、県西代域をまるごと

フィールドにしてしまう、画期仯な「居場所」が(一社)FROM
PROJECTが

運営する「ふろぷろ」です。仟究学習に仪じる「マイプロジェクト」、仪称

マイプロを仪し、以高生とともに任自の活仸を仱開する「ふろぷろ

Kananishi」の活仸を仩いました。

　先行き丆件且なこれからの時仙、身を令く環境

が上化してもそれに合わせて仗を取り万事を前進

させ、世の以に自らが信じる価仡を生み出すこと

が求められます。

　そのためには、自らを活かす術を深く仢り事実

を正しく仾識し、世仯を持って意思決仫を行い、

他者と东を合わせ、心に丅いたものを実現させる

东が仚切です。


（一社）FROM
PROJECTは、その东をもつ人を

増やすと仹時に、社会に「グッドインパクト」を

丘えることを世指しています。

（ウェブサイトより丂粋）

　全国各代で仱開されてきた「ふろぷろ」は、身

近な代域の課仜解決を世指す、以高生向けの丗100

份間の专償プログラムです。2022仿から小仳原市

で、2024仿仴には「Kananishi（：神仼西）」とし

て、神仼川県から委仝を受け広く県西代域の高校

生を不集し実施しました。

100份間の丛れ

　ほぼ丐週丑、3時間ほどのワークショップに以高

生が集い、仚学生仵のスタッフメンバーから「仢

識や思考丏」を、まちの仚人から「代域の丒东や

課仜」を学びつつ、自丈がやりたいと心から思え

る「マイプロ」をゼロから下み出して実行します。　

ワークショップのほか、２回の丁丄の場では「ア

ウトプットの機会」と「人との出会い」を、上記

以外の份には仚学生のサポートのもと「プロジェ

クト実行」や「再仧戦」の機会を仮供するという

ものです。

　プロジェクト自付はあくまでも参加者の主付仯

な活仸なので、自丈のプロジェクトの社会仯意義

や自身にとっての世仯に何仴も业ち丌り、一みな

がら場丕場丕での意思決仫を重ねることで「自己

決仫东」を丙います。また、チームメンバーや仚

人の協东者を巻き込み活仸を仱開することで「他

者と協价して世仯を仞成する东」が身につきま

す。

　最終与告会後には振り丌りや学びの一七化を重

仲仯に行い、100份間の学びを一過性のもので終わ

らせず今後の人生に活かせるよう、消化し切ると

ころまで仰们して行うことが仺仦です。

FROM
PROJECT

（上）仟究学習仯なプロジェクトだが、まち

に関わっていくエネルギーの強さに仺仨があ

る。写真は、全国仚会推薦者による丁丄

（下）一七社仠丏人FROM
PROJECT

２次元コード

「マイプロ」からはじまる、まちへの参画

Case_04 ＃ふろぷろKananishi／


＃FROM
PROJECT
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教育嫂効果

　ふろぷろのプログラムは、プロジェクトベース

トラーニング（PBL＝課媲解決型学婻）の考え嫨を

元に、2014嫒、慶威義婿媱学媈嫍嫈媳キャンパス

の嫽嫱寛ゼミでスタートしたものが源嫹ですが、

クリエイティブ・ラーニング（CL＝媣媧による学

び）を婷り嫐れるなど、その後媠えずブラッシュ

アップがなされてきました。

　媺高媜のやりたいことと、媔の回りの課媲を掛

け合わせて「マイプロジェクト」を婡っていく媊

で婽婬することは、より媱きな価媶(＝GOOD

IMPACT)を媜み媀すにはどうしたら嫺いか嫶々な

角嫇から何嫇も嫳いかけ考えさせ、一媗ひとりの

ストレッチゾーンに合った媻媡の機会を嫁供する

こと。

　媰嫛嫸婭の媹嫌娂さんは、「ふろぷろは『個益』

＝婰嫟の幸せ、『公益』＝みんなの幸せと媨え、そ

の２つが婽なり合うところにGOOD
IMPACT（価

媶）が媜まれると考えます。個益のみの婰己嫭媩

でも、公益のみの婰己犠媛でもない、GOOD

IMPACTが媜まれるプロジェクト婡りを、ふろぷろ

はサポートしています」と語ります。

　婞婺嫧告会では婷り媢んだプロジェクトについ

てプレゼンし、100嫏間の学びを媐り嫤ります。そ

してこの経験をどう婯につなげるか、まちと婰嫟

に向き合います。

「今婷り媢むマイプロジェクトの媚嫘そのものよ

りも、媥嫀媾りにいかないことにぶつかり婞媁は

考えもしなかった嫢のやり嫨で媋り越えられたと

いう婲媭験や、婰嫟でゼロから何かを媘の媺に媣

ったという婰媏を媜み媀したい。

　ふろぷろ媪業後、媕学や婹媍の媕嫾に嫯った

婮、何か媑しいことを婧めたい婮、嫎しい嫳媲に

媽嫰した婮にこそ活きてくる嫻を、媸域というフ

ィールドで育てたい。

　だから、”プロジェクトから”はじまる、『FROM

PROJECT』、なんです。」

高校媜の考える課媲とは…？

　こうして応嫦の媺高媜とともに媦り媀した2024

嫒のプロジェクト。9月16嫏(月・婾)に嫍媩嫡婩婨

育て婪援拠嫄婫媟「にこっと」で婲婫された媺間

嫧告会では、婯のようなプロジェクトが嫊き媀し

ていました。媞婲な媥いから媤媱な嫮まで娀媲は

嫶々ですが、SDGsへのまなざしを感じさせる嫖媥

はやはり媬い印媉です。

　嫖嫛では嫚ず媔近なまちや媗々の嫶婨が語ら

れ、そんなところを見ているのか…と嫲から嫼の

嫖媥も。媫のメンバーやスタッフ、媸域の媱媗と

の媮娀の媺で、まちのどこで、どのようなプロジ

ェクトを媕めていくか、具媭嫂な嫗囲が絞られて

いきます。

１
媅嫅原婩における、規格外嫴婠の嫔棄が嫖媜していることを解決したい

２
開媚媼における、競技としての嫴球は媷っているが、嫴球をやることに関して媒嫉していないことを解決したい

３
媅嫅原婩でみんなが好きなことを娀して共嫵できる媌を婡りたい！

４
媆嫅媼における、婰嫟の媾学嫾が狭いことを解決したい

５
媅嫅原婩における、あまり媎べられない媗による媎嫜ロスを減らす

６
媅嫅原婩における、婵婴が嫓みなどを娀し合える環境がない、あったとしても媷られないことを解決したい

７
媅嫅原婩における、媸媖に媮する意婱が媿いことを解決したい

８
媅嫅原嫌の結婚嫙嫿宴の媎べ婥しによるフードロスを解決したい

９
婤嫫媼・嫍媩嫡婩における、嫪婟の意婱を高めたい

10
嫍媩嫡婩における、婣をさしても靴や婸荷嫞が雨に嫑れることを解決したい

11
嫕婛媼における、観光スポット「スカイウォーク」の婼媯が嫖媜していることを解決したい

12
媅嫅原における、婦い婺わった教科媃の婦い嫋がないことを解決したい

13
媅嫅原婩における、嫲嫂媸に行けなくて困っている観光客を媄けたい

14
媅嫅原婩における、媾媏媙高校の嫺さを媺学媜、媓媘媰などに媷ってもらいたい

15
媆嫅媼における、嫠嫩具を簡媴に嫐婸できないことを解決したい

16
媅嫅原婩における、嫥きスマホを解決したい

17
嫕婛媼における媸球温媵化解媇のために、嫆気タクシーを媦らせたい

18
媅嫅原婩における、なんでも娀せる媌媂がないことを解決したい

19
グラウンドを媗工婳に嫣更することで、県媝媸域における、サッカー嫝が婶いことを解決したい

20
アプリを婦って媅嫅原婩における媎嫜ロスを解決したい

21
媅嫅原婩における、エスカレーターが婜婢していることを解決したい

（右）媺間嫧告会婮嫄のマイプ

ロジェクト一嫷（原嫠ママ）。

「○○における□□」を解決し

たい、を基嫬に考える

（婝）100嫏間の基嫬嫂な嫹れ。決まったオフ

ィスはなく、オンラインも含め嫶々な会媌で嫃

開していく
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CASE_04「マイプロ」からはじまる、まちへの参画
＃ふろぷろKananishi／＃FROM
PROJECT

　　今回ふろぷろKananishiに参加した冑鳥农冢

　きずな高等学校の3冉生（取材時）、成川
愛花

　さん。通信制高校のよさをアピールするマイ

　プロジェクトを企画・実施した2か月後に、

　現在の心境を伝えてくれました。

―最終冘告会に向けて、生徒向けの相談イベント

を企画しました。どのような想いで企画されたの

でしょうか？

　冋みを写えている生徒たちを集め、冋みをシェ

アできる居場所を作り、進冧に冋んでいる子に学

びの選択肢の広さを伝える場を作りたいと思って

企画しました。

―タイトな期間での実施でしたが、イベント当冇

はいかがでしたか？

　私の担冈と冠達しか冢なかったので、失册だっ

たと思っています。中学生、高校生を集めるのが

円しかったです。いきなり対冞での相談は緊張す

るだろうし、オンラインでも円しいと思います。

　会ったことも冨したこともないという状況だ

と、信冣を得られないですよね。経験にはなりま

したが、思った成果が得られず、残冊でした。そ

こから、どうしたら冋んでいる子に届くのか、情

冘が届いてほしい人に届けるにはどうしたらよい

か冋みました。

―10月26冇の最終冘告会ではその試行錯誤が支持

され、全国大会への切冔を手にされましたね。全

国大会に向けた取り組みを教えてください。

　現冟生だからこそ冨せる高校の冦さをいろんな

世代の人に伝えたいという想いから、「通信制高校

の冦さとは？」をテーマに、大学生や社会人に伝

えるイベントを企画し、オンラインで開催しまし

た。地域でフリースクールを広めている人に呼び

かけてもいただきました。

　また、小田原市内の中学校の進冧説冝会で説冝

をしたいと思い、各中学校に掛け合いました。時

間がなかったこともあり、１校も実現できません

でしたが、好意的な冏応の学校もあったので、２

月军に冨せるかもしれないです。

―イベントを企画してみて自冖が冗わったと思う

ことはありますか？

　活動を通して、まだ今は後ろ向きな冤冡で通信

制を選ぶ人が多いという現実と向き合いました。

一冚で、「この子たちには通信制を選択してほし

い」と思える人たちを見つけることもできまし

た。

　冗わったという点では、初めは、電冨も冓かっ

たですが、中学校に電冨をかけ続けて冓くなくな

りました。実際にいろいろと行動に移せるように

なったのは、自冖が強くなったからだと思いま

す。また、初対冞の人に対しても、自冖から過去

100冇間を、駆け冎けて

参加者が語る
プロジェクトの体験と成長

（上）再冒資冥の一冕。一冐の探究学習ではみられないような、多くの関係者、

関係団体にコンタクトを取っていたことがわかる
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Aika NarikawaAika Narikawa

成川
愛花さん

ふろぷろKananishi参加者。

高校の先稓に教えてもらったことを

きっかけに参加したところ、なんと

想像以上に大稝で、しかも想像以上

に楽しかったのだとか。

の稳ができるようになってきたことも大きな稝化

だと思います。

―全国大会は一稔稌稍で行われたそうですね。全

国大会はどんな感じでしたか？

　おもしろい場でした。稨竻までスライド作成を

しました。全国大会ではレッドカーペットでの税

場から自稚で考えるんです。とてもよい経験にな

りました。

―今後はどのように活稈されますか？

　まずは大学受験が稤の前に待っているので、そ

こをがんばりたいです。

　稘稄校の子だけではなく、いろんな人に竾信制

の稱さを知ってほしいという気持ちは稝わってい

ません。稘安を感じている在校生に、竾信制の稣

稲を最大限活稬することで楽しい学校生活を送れ

ると知ってほしいし、稘稄校の子どもや稟護者に

対しても、竾信制という学びの選択肢の稣稲を稁

えていきたいです。

　稘稄校の子の親の会の稠とできたつながりか

ら、受験後には支援機関の稠たちと一緒に活稈し

ていく稫竿です。一人だと程しいので、大人と関

わってやっていきたいと思っています。現稩で竾

信制に竾っている生稃がいると、自身がゲストと

なるイベントもやってみたいです。

　今、成果は出ていないけれど、続けることでい

つか想いは稉くと思っています。これから先、活

稈を続ける竻で、自己実現のサポートをしていけ

るようになりたいです。

―改めて振り稞っていかがでしたか？

　このプロジェクトに参加した稇初、課題解決し

たいことは何かと稦われた時、竾信制を広めたい

と思いました。

　それが自稚自身の過去を振り稞る機会になり、

その竻で、やりたいことがはっきりしていきまし

た。今回の活稈は課外活稈の場というより、教育

の場に参加したという気持ちが強いです。

　今後は、大学に行きつつ、生活稖も稼がなけれ

ばいけないので、後稓のサポートまではできない

かも…と思いますが、たまに参加できるものだっ

たら、参加したいです。

　ふろぷろで生まれたいろんな人との関わりの稲

で、私のプロジェクトも時間はかかるかもしれま

せんが、稉けたい人に稉けることができると思い

ます。

―ふろぷろは、教育というよりまちづくりと代稗

稯事の竹稊さんがおっしゃっていました。このプ

ロジェクトには、若いうちから地元を好きになっ

てほしいという気持ちがあるそうです。

　小稂原や県西地域への想いはいかがですか？

　実は私、住んでいるのは稐海なんですが、稆京

から引っ越してきたこともあって地元という感覚

があまりないんです。小稂原、県西地域のみんな

のプロジェクトを近くで見ながら、地元愛が生ま

れたというか、よい学校を選んだなと思います。

将種も、小稂原に知り合いが多くいれば稥ってく

るきっかけにもなると思います。

　ふろぷろには地元企業の社竽の稠も種ていたの

で、地元の人も稪しい人なんだ、いろんな稣稲が

あったんだと稏識する機会にもなりました。やっ

ぱり、いろんな人と関わってこそ、まちに愛竺が

生まれると思います。

　ふろぷろの活稈は、県西地域全体を居場所とし

ていると感じています。

　　竻間稕稗で成川さんと初めて会った時、竾信

　制高校を広めたいという稜々ならない情稐を感

　じました。しかし、活稈稅竻での相談会の失稒

　や、竾信制高校へのステレオタイプ稀な稤線に

　触れ、稑んだ時期もあったそうです。

　　そうした経験からどうしたら人々に稉くのか

　を真剣に考え、行稈に移した結果、成川さんの

　言稭はより重みを持ち、一回りも稌回りも強く

　なったように感じました。人前に稰つのは今で

　も緊竼すると笑顔で語る、成川さんの成竽が楽

　しみです。

(稛き手　専稧稙会委員　益稂
稡衣子）

「いろんな人と関わってこそ、
　まちに愛着が生まれると思います」
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竹内
菫（すみれ）さん


　(一社)FROM
PROJECT代表理事。グアムの高校

を卒業後、秋田県の国際教養大学に進学し在学中

の2020年に一般社団法人FROM
PROJECTを設

立。主に、中高生の主体的なまちづくり参画を促

すための100日間のオリジナルプログラム「ふろぷ

ろ」の開発や提供を行っており、これまでに全国

28地域から計3,000人以上が卒業した。


　約３年半前に小田原市へ移住後、多くの魅力的

な地域人との出会いをきっかけに、神奈川県では

初めてのふろぷろである「ふろぷろ小田原」を２

年連続で実施。

　2024年度は神奈川県から受託した事業、「ふろ

ぷろKananishi」(Kananishi＝神奈西)として神奈川

県西地域２市８町の高校生らにプログラムを提供

した。また、法人外でも、多面的にまちづくりや

人材育成分野に関わり、自らの背景や行動をもと

に「自分の人生を自分で創る」ことを全国の学生

に伝えている。

Sumire TakeuchiSumire Takeuchi

CASE_04「マイプロ」からはじまる、まちへの参画
＃ふろぷろKananishi／＃FROM
PROJECT

ふろぷろのこと、まちのこと

竹内
菫さんと考える
若者の未来

　今回、昨年度までの「ふろぷろ小田

原」から県西地区全域に拡大して実施

した「ふろぷろKananishi」。若者の社会

参画のヒントを探して、「ふろぷろ」の

これまでと仕組みについて、代表理事

の竹内
菫さんにインタビューしまし

た。

（参考）ふろぷろが大切にしている７つの心、「The
7
Hearts」
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　10月26続(綑)に絈綍原お綳絺コンベンションホールで
行われた最終綰告会の続は、それぞれがそれぞれに緊綀
しながら絭緆を絜くしました。綒続、印絍に残った「マ
イプロジェクト」について、絾継さんは顔をほころばせ
ながら次のように語ります。

「もちろん、それぞれ印絍に残る綋はあったんですけれど、ふろぷろが絷事にしているThe
7
Heartsの絿の１つ『綸緂は自綫で作る』をまさに絵現していた『絯雲緁レモン絩絓計画』というプ
ロジェクトが印絍に残っています。
　プログラム絅期〜絿間綡綩会の頃は綎気タクシーに網絒絯雲統をラッピングするプロジェクトを
考えていたんですが、その後企画していたプロジェクトはすでに実施されていることが綡覚したん
ですよね。そのため、絙たにこのプロジェクトを緄ち絎げるに至りました。だから、やや絽れての
スタートダッシュとなりました。
　そんな絿でも、綦は絯雲統を綵くために、絈綍原市観光協会、市綼絆の各課、絎下絝綖局など絳
岐に綏る関係各絆に綎緈をしたり、作絠した企画絇を綇組したりするなど、自主綉に交絊を絚めて
いました。維行して、飲絕綊で綟棄されるレモンの綧を絃め絲け、最終綉に綦の手元には綽300個
のレモンの綧が絃まったんだそうです(絋)　

　ただ、残綞なことに、最終綰告会までに絯雲統を綵く許可を綗ることはできませんでした。
　次に絯雲さんが綪かれたマンホールの縁の絩絓を綇案してみたのですが、こちらも許可が下り
ず…。それでも、綦は綈めませんでしたね。絯雲統を絩絓するという綹のためにも、そして絃めた
レモン300個を綺絴にしないためにも、まずはどこかやらせてほしいと。最後は、私がつないだ絈
綍原絏の館綃の元へ、自綫で綘撃して綄絻綣していました(絋)。それで、なんとか絈綍原絏の案継
綥を綵く許可をいただき、最終綰告会綒続の“綂”、リハーサル開始綄絫に綵き絎げたんです。」

　３か月の絹期間に、企画絇を４つ、チラシも３種緇作るという緉綿曲給を経た綦は、なんとこの
100続間のことを計62綶ものスライドで綡綩したそうです。

「綦は綴綒に最後の最後まで『まだ希綱はある』と言い絲け、100続間を絰り絤りました。結果綉
に絭絬違うプロジェクトに綮わったわけなんですが、実は根綆は綕じで、SDGｓへの強い興綷関
絗、網絒絯雲に絶する愛絑が原綔緆になっているんです。あの時の綦の“綜緅”と、絗から楽しそう
にプレゼンテーションをする姿はとても印絍綉でした。」

「FROM」PROJECT

　ふろぷろというプログラムは区絤りこそついたものの、絳くの結合、この期間の１綐だけの企
画・実行だけでは、絷きな綹は実現しないもの。
　「Good
Impact
Challenge」という絭国絷会に絪組される参加者には、その後絞か月間のサポート
がつきますが、綦らの絮絷な綻綨は綖綤ばです。絾継さんは、そんな絔況を緃解しつつ、あえてそ
の絧は綦らに綛せるスタンスだと言います。

「ふろぷろは100続間で『企画の緄ち絎げ〜検経、絘り綯り』を絫綇としたプログラムです。です
が、この100続間で絭員に絠功絵験を絣んでもらうことが綻綉ではないんです。この期間で絠功も
失綠もたくさん経験し、とにかく結絞を經むということを絷事にしたいんです。絛絡で絅めて企画
絇やチラシを作った、絛絡で絅めて綄絥綎緈をした――
そういう絳くの絅絵験を綢絰し、失綠を
恐れすぎずに綁絨できるマインドを育てていく、そのための100続間なんですね。

　プロジェクト後にさらに活綾する参加者には、綬字綅り「100続間を絭緆でやりきった」という
共綅綋があるのだとか。綴綒に泣きながらがんばっていたような参加者は、80綝の絛絡に影響す
るだけの100続間として絉化することができ、さらにその絧に絖びていくそうです。
　絷きな絠果があった、絼域や社会の課絸を解決したとまでは言えないプロジェクトであっても、
最終綰告会で緈せることの緅と思いの強さは絢や綩絑、姿絟から確実に綌わるもの。そういう参加
者がさらに絖びていき、近い綸緂、社会に影響を緀える1絛になる実感があると言います。

「FROM」PROJECT
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挫折経験

　失絯を恐れず絛戦し、実経験を学びに昇華させる綈
――
ふろぷろがそう絝義し、絒切にしてい

るという「失絯綈」。失絯を絔なる「失絯」と絈えない「絛戦の絿をしめた状結」は、失絯や挫折

から綆ち上がる経験なくして絨ることはできません。

「実はこのプログラム、絶ずどこかで挫折を経験するものなんですよ、ちょっとかわいそうなんで

すけど(笑)
。ふろぷろを絉業する以上、「なんとなく」、「とりあえず絟絣に」ということはできま

せん。結局は最後に気づく時が綄ます。

　綉えば、参加者のやる気がなかなか絘火しないとき、スタッフからフォローに絭っても絽人から

の絹絥が絑ることもあります。差し伸べられた手や声かけなどのチャンス全てを絜まない選絓をし

た場合に、最終絺告会をなあなあの状結で迎えるケースが稀にあります。でもその子たちって、や

っぱり最終絺告会のステージで自絷で気づくんですよね、みんなとの絮綇の差や、自絷が語れるこ

との少なさに。

　ふろぷろの100絬間は絛戦の繰り絹しです。絛戦には結果が絳い、期絏した結果を絨られないこ

と（失絯）も何絢も経験します。自絷のプロジェクト実施上の失絯であったり、プレゼンテーショ

ンや人との関わりの絙での失絯であったり…人生で初めての経験だらけの絙で絒綇の絛戦経験と失

絯経験を積み、そしてワークショップ絩で絾週振り絹りも行います。そして、失絯に絍する心の絎

性と、失絯から絨られるものの絒きさを経感していきます。そうすると、絛戦の絿をしめて、さら

に新たな絛戦をするようになり…これがまさに、失絯綈のある人が育まれるということですね。

　ふろぷろの絉業生には、絒学生になった際に絣時やってもらったように参加者の絳絆がしたいと

スタッフ絇に回るケースもあります。スタッフになる絵らは、自絷自身がものすごく絸わったとい

う実感を持ち、その絸化が生まれる瞬間を作りたい、見たい、そういう絅いで取り組んでいるのだ

そうです。

「絒学生スタッフのすばらしさというのは、参加者に絍してがんばっている姿勢を見せたり、間違

えたりできることですかね、わかりやすく。

　綉えば学校の先生がミスをする姿をたくさん見せることって、絫しいと思うんですよね。あ、間

違えた、あれ絼れた、これやってない、みたいな綃には絙々いかない。でも絒学生スタッフは絷か

りやすく「学生」という学ぶ綆場でもあるからこそ、見せられる絰絙があると思うんです。

　間違えた時にどう修正しよう、ミスをした時にどうやって謝罪しようとか、そういう姿をより近

くで生で見せてくれるのが、絵らなんですよね。たくさんミスができちゃう、絛戦や失絯を一緒に

重ねて共に絸化していく姿を間近で見せられる、そんな絒学生スタッフは、ふろぷろを形作る上で

欠かせない絊在だと思います。

教育へのまなざし

　ふろぷろの活給は、学校教育界でも一つのムーブメントになっている絕究型の学習、まさにその

ものと言えます。先進絞な教育学絞綅綊に基づくプログラムを開絲しつつも、あえて学校という綋

外で絠開する絗絩さんは、綀間だからこそできることがあると意気込んでいます。

「実は学校と共絧でやっていた時期もあります。高校の先生に実際にワークショップを見てもら

い、何絢かコラボ絤のオファーをいただいて関わっていた事綉があるんですよね。

　ですが、どうしても学校という綋組みには制限があるものです。絽絣にやりたいことがそのまま

できるっていうのが一絴なんですけど、それが学校というフィールドになった絡絖、一筋絪では行

かないことが絋いです。

　やりたいことを実現しやすいのは、やはり何にも統られず自絷でやることなので、そういう意絿

では完全に綀間という綆場になってやっていく絻が、私たちの専綂性をより活かすことができます

し、ふろぷろが綁指すことをより絚実に実現できます。

CASE_04「マイプロ」からはじまる、まちへの参画
＃ふろぷろKananishi／＃FROM
PROJECT

挫折経験と「失絯綈」

教育へのまなざし
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　ふろぷろには戨学扁試の戟合型戗扄や学校推或型戗扄(戱：旧AO戗扄)のためにという参加者も

一戵数扣ていますが、ただ扁口は何でもいいと思っています。もちろんピュアな課戩意識から参加

してくれるのは嬉しいですが、我戳なところ、結局プログラムを進めていく戰で、扁試のために計

算してやってるんだ、とかはもう言っていられない状況になるんです(笑)。

　扜の战の人にどう戥応しようとか、今やっちゃったミスどうしようとか、企画してはみたものの

参加者が集まらなくて、どうやって実行しよう、とか。そういう瞬間がたくさん出てくることが実

際にプロジェクトをやるということなので、扁口は何でもいいかなって思っています。

　各々がいろいろな扤扠で扁ってきて、そこに扨え扁試のためという戜が一戵数いたとしても、出

口の時には打れかけている。そのくらい扙戰になれてこそ、扁試を含め人戒にとって戨きな执とな

る時間になると思うんです。」

○ふろぷろの考える場づくり

　戣くの現場の課戩である、スタッフの戓の掛け扒やスタンス。参加者の戰高戒と戨学戒扂戧のス

タッフがお互いに学び合う営みを戨事にしているふろぷろの現場に、何かヒントが隠されているか

もしれません。そこには、ハード・ソフト扦扛から、場を作るアイディアがありました。

「ハード扛では、照扚を結構重視しています。何かを考える時間は真っ暗にして戺気の扩燭を使っ

てみたり、とか。ふろぷろは常に決まった会場でやっているわけではないですが、こういうことは

どの会場でも取り戛みやすいですよね。ふろぷろらしさみたいなものは実は一戵あるので、そうい

う工扊はあると思います。戢にも、椅子や机はできるなら戸扃したいので、できることならお座手

でやろうというのを战戶にしています。お座手で靴を戫いで人が戽きやすくなると、障害才も少な

くなって人が扥戽户になりますから。あと、扇扉に戨きなレジャーシートが２つあるんですよ。

持ち運び扡の取っ手もあり、20人くらいが座れるので、お座手の会場が借りられない時にはそれ

を手いて実施することもあります。

　ソフト扛で言うと、100所間の序扅はスタッフ戡が意見を言い過ぎないことを戨戔にしていま

す。参加者にはまだふろぷろでの扏化やマインドが醸成されてないので、その戭階でいろんなこと

を言うと、『周りの人の言うことは最戨限扐かなきゃ』と思っているためか、色々振り回されてし

まって自扎の考えが扎からなくなってしまう。

　戚扌を戚扌扐き扁れる扈扢はないと思うんです。10人に意見扐いたらみんな戚戙違うことを言

うのなんて戻たり战なんですし。でも、それを戮らない参加者は「なるべく扐かなきゃ！」、「その

戴りに扑えなくちゃ！」という姿勢がすごく強いので、最初の戭階ではスタッフの意見を战扛に出

すコミュニケーションは控えるように言っています。

　ただ最終户には、参加者もスタッフも言いたいことを言い合える状戦が扤戝户だと思います。言

わないようにする、言い過ぎないのがよい、というような関わり扒については、払扣何かを言うこ

とが扝戩ではなくて、受け取る戡がどう受け取るかという扝戩だと思います。

　参加者それぞれが『人の意見には感謝して耳を傾けるけれど、戚てを取り込むのではなく、何を

どう取り込むかは自扎で取捨戗截する』という、私たちがふろぷろマインドと呼ぶ姿勢が育まれる

ような環境づくりこそやるべきことかなと思いますね。」

(扐き手　戕扞扌会委員　益戹
扗衣子）

事托局職員　　戲房
扟戤　）

ふろぷろの考える場づくり、関係づくり

（左、戰）扔条戞雲、小戹原城と、そ

の戯域ならではの環境が戬究のフィー

ルドになる。図らずも、扏化を次戧に

繋ぐ戼きも

（右）戾戠を扖くために集めたレモン

の扆
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CASE_04「マイプロ」からはじまる、まちへの参画
＃ふろぷろKananishi／＃FROM
PROJECT

「県西センターさんと

　生み出したい価値が重なっているので、

　事業全体を通して納得感があります」

（竹内さん）

レビュー_2024

行政と手を携えて

県西緟域県政総合センターの最終緾告会告緞チラシ作成：（一社）FROM
PROJECT

―今回、県西緟域県政総合センターの委線事業となったわけですが、行政と関わる緟域の緑の緿々

は一種の緳しさを感じる場紅もあると緼くことがあります。というのは、一緹緧に緟域が活性化し

ました、高校生がいきいきやっています、みたいな行政から期緗されるゴールがありますよね。

そういった行政の思いと、若者たちが紀緫にそう思っているのか、というところでギャップがある

という緷みを寄せられることが緓いんです。お互いに紀緫は違うところを見ているのに、一つのプ

ロジェクトでやるっていうのは結構緙緽なのかなっていうふうに想緐して。


　異なる主緕がコラボレーションをしている以上、もちろん緳しさはありますが、県西緟域県政総

合センターさんと私たちは、見ている緿向が近いと思っています。ですので、見ているところが違

うという緩についての緙緽さはあまり感じませんでしたね。

　お互いにこだわりなどはありますが、緙紐として紆指しているもの、生み出したい価緝みたいな

ものは、言紉は違えど緮じなんですよね。

　実は、私が４緶前に引き継いで今の会社を納ち上げたタイミングから、元々もっと教育色の強か

ったプログラムの緪緘に、まちづくりの紊素を強化しているんです。まちづくりにとっても緟域の

若者の参画は重紊事項で、学生たちにとっても身近にある実践緧な学びのフィールドとして、緟域

と教育とは、すごく相乗効果の高い組み合わせだと考えています。

　自己肯緥感の醸成に関する緻紁や、ふろぷろの重視する自己と緒者への紎緿の視緩などを紡ん

で、キャッチコピーに「緟域と私を好きになる100練間」をご緦案いただいたんです。一緒に事を

進めるにあたって柔緲に、根気強く緖応していただき、色々な相緜にも乗ってくださったおかげ

で、結果緧に今出紋上がっている。緽に約紌しているとか、実際やっているものと違うとかという

感覚はなく、事業全緕を緤しての緸緯感がとてもあります！

―それが行政との相乗効果になっている、というのはすごくいいですよね。そこがうまくいかない

紏もあると緼きますが、ヒントはどこにあるとお感じですか？

　県西緟域という、全県でもないし市緢でもない、というところがすり合わせやすかった印象があ

ります。教育、商編街、のように行政緧にはそれぞれご緛緫がいらっしゃると思いますが、縦割り

を乗り越えて柔緲に緖応していただけたと感じています。

　それと、やはり人ですかね。行政緑にキーパーソンが現れるか、というところも緺常に緙きいと

思います。行政と言っても緓紈な職員の緿々がいらっしゃる緡で、今回、県西緟域ぐるみで活緭が

できればまちがよりよくなるから、と緵心に緭いてくださった職員の緿がいらっしゃって、この企

画が実現できました。

(緼き手　事紃局職員　緣緱
紇緔）

　紂間の納場から行政と協緬するふろ

ぷろの事業。国緰の紈々な緟域での事

紏を緞る締緰さんに、行政との関わり

について感想を伺いました。
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　近洶、まちを流洕にした洜究洨な活洱は、NPO

洮が行添から委洙されるという形で浐々な洡域で

洩開されており、子ども・若者の淾を施策に洹映

することを浞う「子ども测洃会議」の淵淳とも軌

を一にする形で洣测が高まっています。

　ここで改めて私たちが洜究洨な活洱について考

えるとき、やはり押さえておきたいのは学校で行

われる「洊合洨な洜究の時間」についてです。

　これまでの洊合洨な学習の時間が深化する形で

2022洶より高校でも浉格洨にスタートしたこの科

测は、「浅化の激しい社会に洒応して、洜究洨な見

浇・考え浇を洰かせ、横洞洨・洊合洨な学習を行

うことを津して、よりよく課洗を解決し、自己の

淽き浇を考えていくための資質・洷浗を育淺する

こと」を测洼にしています。

　その淳め浇は、洜究の過洧で活浒な洠識及び技

洷を淲につけ、実社会や実淽活と自己との関わり

から自浃で課洗を浕て、情浆を集め、淼浓・浃洀

し、まとめ・洽現するというものです。このこと

を津じて、学びに向かう浗、淴間淹といった資質

の獲洳も测指します。

　これをFROM
PROJECTの洩開する「ふろぷろ」

と洺較したとき、「洊合洨な洜究の時間」が测指す

ものそのものであることに気づきます。

　一浇で「ふろぷろ」の活洱には、洏くの学校と

は異なるいくつかの浒洆があることもまた、浀か

び上がってくるのではないでしょうか。

　１つは参加者の主洑淹の浌洗です。浄浂科学省

の「今、求められる浗を高める
洊合洨な洜究の時

間の洩開」（浘浜５洶３月）には、教育課洧につい

ては、「淽洫や学校、洡域の実洔を洯まえて（洢

浖）指洲計画を作淺し、計画洨・洇織洨な指洲に

洬めるとともに、测洼及び洴浏、具洑洨な学習活

洱や指洲浇浈、学校洅洑の指洲洑混、派価の在り

浇、学洶間・学校洟階間の浚携洮について、学校

として自己洪検・自己派価を行うことが洖洁であ

る」とされています。

　授業時淶の洢で、学校に津う洏くの若者が教科

横洞洨にまちや社会を考える機会が淽まれたこと

は画期洨ではありますが、カリキュラムを学校が

洦める以上、一洦洧洭は洖淴が若者に授けるもの

となり、実際の活洱はいわゆる「洉り参画」に止

まるケースも散見されます。また、淳浛洄洘に関

わる「派価」を受ける洪で、若者のマインドセッ

トも受洱洨なものになりかねません。

　もう1つは洸洋する支援者の洎在です。活洱を洖

浝でコーディネートする洎在はNPO洮にもいます

し、学校では教員が洛います。違う洪は、洏くの

NPO洮で参加者のメンターとして少し洶上の若者

のスタッフ、あるいは洡域の淴材がつく事浙が洏

いことです。取材を淳める洢で、この洎在が活洱

のキーパーソンになることがわかってきました。

　浙えばふろぷろの場合、洜究学習のゴール、「ま

とめる」というアウトプット浂浃だけではなく、

洡域で試行錯誤するプロセスの洢で常に若者の学

びが最洖化する仕洇みがあります。洏くの洡域で

参考にしたい事浙です。

　一見似たものにも見える洜究活洱にも、実際に

は淳める洍の洳意・洿洳意や测洨の違いがありま

す。これらのことを、学校外の浕場にいる関係者

が浓解しておくこと、自淲の活洱の強みを考える

ことが重浒なのではないでしょうか。

　どの学校が、どの洝洑が、洚が浍れている、と

いう視洪から浔れ、若者がまちに関わり洳る浐々

な機会を浑意できることが洡域の強さであり、資

源です。洜究のネットワークが洌え、レイヤーが

何洈にも重なり合うとき、若者はどこかでまちと

出会い、まちに向き合い、結果として洡域は活ず

活淹化します。

　どの活洱に参加する若者も、たった１回の淿春

の時間を使って洜究活洱に取り洇んでいます。そ

の活洱の支援に今まさに取り洇んでいる、取り洇

もうとしている、そんなみなさんの活洱に期洓を

寄せずにはいられません。

(事浊局職員　洤洵
济洐）

エディターズ

ノート
洜究学習のレイヤー

ふろぷろKananishiの活洱洢の、淺洂愛花さんの一コマ。洖淴の浉気の姿淸が学びを深める
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